





































RN í\を JfH 出し，りお八チァプを Jlい L て.Î1tt ii:子 1&殺の 2~
三.~調べた守 [~i古巣および考祭} トレーニング訴訟のj援
frt!Jli~筋 )J の椴 ))11半ば，効栄大の被~史認・で lô土 7% であっ
た。一一h，幼来小包名)の被話会者では5土1(}6であった。
J' ，レーニング効果が大きかった3:れの後数者に透し
て21fi1ユLのうejえを示した選伝子はヲ{惑であったかその
うち，滋能が明らかにされているjlscijぺはわずか
Tあり，その機能以転:寺;・転lItiJ時総 -J鋭ni9.i勾のシグナ
-長:}ja'{であった。，z-総務における主主力増大のメ
カニズムに民連するj立伝子はみられず， 2倍以上の発
辺道‘では検出されなかったむしかし，機能が不明の遺
伝子もあり，骨絡筋の収総.i挺進.fti彰に関連する選
法??のするfiJi'を性も伐された。{今後の記長題}今
ITi1の研究.'C')C渓にj主いがみられた議伝子について多援
の有無を調べる。
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